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SAM(Significance	 Analysis	 Microarray)法で解析した。その結果、FDR	 <	 10%,	 p	 <	 0.05,	 
Fold	 change	 >	 1.5を満たす遺伝子は自由摂食、飢餓、再摂食状態でそれぞれ0,	 約200,	 約
60であり、胎生初期栄養変化が引き起こす遺伝子発現パターンの差は飢餓状態にすること
により検出できることがわかった。特に飢餓状態ではコントロール群に比べて胎内低タン
パク質群が低い発現を示した遺伝子に、ストレス応答に関わる遺伝子や不飽和脂肪酸の合
成に関わる酵素遺伝子が多いことがわかった。本来絶食に応答して上昇あるいは低下する
遺伝子の制御が胎生初期栄養変化により損われる可能性が示唆された。	 
	 
	 
	 	 
